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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第141期

第２四半期連結
累計期間

第142期
第２四半期連結
累計期間

第141期
第２四半期連結
会計期間

第142期
第２四半期連結
会計期間

第141期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 18,179 10,879 9,489 5,505 32,267

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
882 △1,663 542 △625 △1,431

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
577 △1,669 370 △646 △6,738

純資産額（百万円） － － 18,605 9,266 10,862

総資産額（百万円） － － 53,138 38,439 44,723

１株当たり純資産額（円） － － 234.31 116.77 136.83

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

7.28 △21.05 4.67 △8.16 △84.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 34.97 24.09 24.26

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
796 1,283 － － 1,459

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,561 △810 － － △5,773

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,997 △3,300 － － 5,685

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 5,059 4,340 7,160

従業員数（人） － － 810 796 794

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 796 　

（注）１．平均臨時雇用者数（派遣社員27人を除く）の総数は、従業員数の100分の10未満であるので記載を省略して

おります。

２．従業員数は、当社グループからグループ外への出向者、臨時雇用者（臨時従業員、パートタイマー）を除いて

記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 642 　

（注）１．平均臨時雇用者数（派遣社員20人を除く）の総数は、従業員数の100分の10未満であるので記載を省略して

おります。

２．従業員数は、当社からの出向者、臨時雇用者（臨時従業員、パートタイマー）を除いて記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

化成品事業（百万円） 3,133 66.7

機械事業（百万円） 581 43.6

電子材料事業（百万円） 901 51.2

その他の事業（百万円） 92 137.9

合計（百万円） 4,708 59.9

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製品仕入実績

当第２四半期連結会計期間の製品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

化成品事業（百万円） 614 37.1

機械事業（百万円） 157 48.0

電子材料事業（百万円） 11 33.3

その他の事業（百万円） － －

合計（百万円） 783 38.8

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

重要な受注生産を行っておりませんので、記載を省略しております。

(4）販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

化成品事業（百万円） 3,205 55.3

機械事業（百万円） 1,082 67.3

電子材料事業（百万円） 962 54.1

その他の事業（百万円） 255 82.6

合計（百万円） 5,505 58.0

（注）１．セグメント間の取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間における我が国経済は、輸出の伸張を背景とした在庫調整の一巡に伴い生産に回復の兆

しが出てまいりました。しかしながら、民間設備投資の停滞や、販売価格の低落、雇用情勢の低迷が続いていることに

加え、電子部品・デバイスの関連産業の回復の足取りが鈍いなど、依然厳しい状況が続いております。

当社グループにおきましても、工程の見直しや人件費を含めた経費の削減、設備投資の縮減などコストダウンに取

組むとともに、販売活動の強化をはかってまいりました。

しかしながら、化成品事業・電子材料事業の製品出荷に底打感が出てきたものの、数量の大幅な回復には未だ到ら

ず、競合激化による価格の低迷も加わり厳しい状況が続いております。

このような環境のなか、当第２四半期連結会計期間における当社グループの事業の種類別セグメントの概況は、次

のとおりとなりました。

①　化成品事業

燐酸などの燐系製品は、原材料輸入に関する中国の特別関税撤廃の影響で製品価格の改定があり減収となったもの

の、出荷数量は関連業界における需要の回復が順調に進展し前四半期に比べ増加基調が続いております。

また、水処理用などの凝集剤は、民間ユーザーの排水処理向けの操業度低下による需要の落ち込みにより減収とな

りましたが、回復の傾向が出てまいりました。コンデンサー向け原料は、原材料価格の低落により単価は下落しました

が数量は増加となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、32億５百万円（前年同期比44.7％減収）、営業利益は、１億６百万円（前年同

期比83.9％減益）となりました。

②　機械事業

破砕関連機械につきましては、大型廃材向けプラントの竣工によりプラント売上が堅調であったものの、公共投資

の先行き不安から機械単体販売及び消耗部品が、前年同期比割れとなり、総じて低迷いたしました。下水道関連の掘進

機に関しましては、海外物件の引き合いは堅調であったものの販売・レンタル共に売上げは前年同期を下回りまし

た。精密機械加工は、期初の落ち込みより徐々に立ち直りつつありますが、液晶製造装置向け部品の低迷が続き、減収

となりました。

この結果、当セグメントの売上高は、10億82百万円（前年同期比32.7％減収）、営業損失は、44百万円（前年同期は

１億26百万円の営業利益）となりました。

③　電子材料事業

シリコンウェハー再生事業は、半導体業界における新規ラインの立ち上がりの遅れと、再生需要の回復の足取りが

鈍いことから、前四半期に比べ出荷量は徐々に増加しておりますが所期の目標は下回り、また競合激化の影響を受け

価格も下落が続き厳しい状況が続いております。

化合物半導体向け高純度無機素材につきましては、発光素子向けの需要の落ち込みが続いており減収となりました

が、基盤向けを中心に回復傾向が顕在化しており、先行き続くものと見込まれております。

この結果、当セグメントの売上高は、９億62百万円（前年同期比45.9％減収）、営業損失は、５億37百万円（前年同

期は２億61百万円の営業損失）となりました。

④　その他事業

石油精製用触媒の再生事業は、減収となりましたが堅調な受注が続いております。また不動産の賃貸は前年同期並

みで推移しました。

この結果、当セグメントの売上高は、２億55百万円（前年同期比17.4％減収）、営業利益は、１億41百万円（前年同

期比15.9％減益）となりました。

これらを併せた当第２四半期連結会計期間の当社グループの売上高は、55億５百万円（前年同期比42.0％減収）と

なり、営業損失は、３億33百万円（前年同期は６億98百万円の営業利益）となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ14億４百万円減少し、43億40百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は37百万円（前年同期は２億27百万円の支出）となりました。これは主に税金等調整

前四半期純損失６億22百万円（前年同期は税金等調整前四半期純利益５億42百万円）を計上したものの、減価償却費

７億11百万円（前年同期比81百万円減少）を計上したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は４億66百万円（前年同期比21億60百万円の減少）となりました。主な内訳は、有形

固定資産の取得による支出４億16百万円（前年同期比22億16百万円の減少）によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は９億78百万円（前年同期は30億36百万円の収入）となりました。主な内訳は、短期

借入金の純減少額２億69百万円（前年同期は68百万円の増加）、長期借入金の返済による支出７億７百万円（前年同

期比１億71百万円の増加）によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、118百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,442,038 同左
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

1,000株

計 79,442,038 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 79,442,038 － 8,443 － 5,728
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（５）【大株主の状況】

  平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社みずほコーポレート銀行

（常任代理人　資産管理サービス信託銀行株

式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目３番３号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海アイランドト

リトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

2,507 3.16

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 2,000 2.52

朝日生命保険相互会社（常任代理人　資産管

理サービス信託銀行株式会社）

東京都千代田区大手町二丁目６番１号

（東京都中央区晴海一丁目８番12号晴海アイランドト

リトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

2,000 2.52

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿一丁目26番１号 1,958 2.46

ラサ工業取引先持株会 東京都中央区京橋一丁目１番１号 1,781 2.24

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,699 2.14

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町一丁目13番２号 1,500 1.89

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 1,107 1.39

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会

社（中央三井アセット信託銀行再信託分・

ＣＭＴＢエクイティインベストメンツ株式

会社信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,000 1.26

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川二丁目27番２号 900 1.13

計 － 16,453 20.71

（注）株式会社みずほコーポレート銀行及びその共同保有者であるみずほ信託銀行株式会社から平成21年５月22日付の大量保有報告書（変更報

告書）の写しの送付があり、平成21年５月15日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当

第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 2,507 3.16

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 1,574 1.98
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　133,000
－ 単元株式数は1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 78,810,00078,810 同上

単元未満株式 普通株式　　499,038 － －

発行済株式総数 79,442,038 － －

総株主の議決権 － 78,810 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権３個）含ま

れております。

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ラサ工業株式会社

東京都中央区京橋

一丁目１番１号
133,000 － 133,000 0.17

計 － 133,000 － 133,000 0.17

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

 
５月

 
６月

 
７月

 
８月

 
９月

最高（円） 136 131 139 129 132 126

最低（円） 111 119 124 111 121 111

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,340 7,160

受取手形及び売掛金 5,610 6,546

商品及び製品 1,836 2,466

仕掛品 1,284 1,226

原材料及び貯蔵品 796 1,200

その他 737 987

貸倒引当金 △32 △40

流動資産合計 14,572 19,548

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2, ※3
 6,813

※1, ※3
 7,014

機械装置及び運搬具（純額） ※1, ※2
 7,071

※1, ※2, ※3
 7,901

工具、器具及び備品（純額） ※1, ※2
 455

※1, ※3
 507

土地 5,186 ※3
 5,362

リース資産（純額） ※1
 35

※1
 3

建設仮勘定 74 162

有形固定資産合計 19,638 20,950

無形固定資産

借地権 919 919

その他 188 216

無形固定資産合計 1,108 1,135

投資その他の資産

投資有価証券 1,946 1,970

その他 1,313 1,256

貸倒引当金 △139 △138

投資その他の資産合計 3,120 3,089

固定資産合計 23,867 25,175

資産合計 38,439 44,723
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,859 3,672

短期借入金 13,919 12,199

未払法人税等 69 85

賞与引当金 346 384

その他 2,050 2,685

流動負債合計 19,246 19,027

固定負債

長期借入金 6,995 11,944

退職給付引当金 1,812 1,708

その他 1,119 1,180

固定負債合計 9,927 14,833

負債合計 29,173 33,861

純資産の部

株主資本

資本金 8,443 8,443

資本剰余金 5,728 5,728

利益剰余金 △5,148 △3,478

自己株式 △33 △34

株主資本合計 8,989 10,659

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 268 282

為替換算調整勘定 3 △90

評価・換算差額等合計 271 192

少数株主持分 4 10

純資産合計 9,266 10,862

負債純資産合計 38,439 44,723
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 18,179 10,879

売上原価 14,399 9,662

売上総利益 3,779 1,217

販売費及び一般管理費 ※
 2,651

※
 2,299

営業利益又は営業損失（△） 1,128 △1,081

営業外収益

受取利息 7 2

受取配当金 30 28

受取地代家賃 20 19

助成金収入 － 56

為替差益 14 －

その他 39 36

営業外収益合計 111 143

営業外費用

支払利息 182 213

休止固定資産減価償却費 － 370

休止鉱山鉱害対策費用 105 52

その他 69 88

営業外費用合計 357 725

経常利益又は経常損失（△） 882 △1,663

特別利益

賞与引当金戻入額 － 65

その他 － 18

特別利益合計 － 84

特別損失

減損損失 － 101

特別損失合計 － 101

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

882 △1,680

法人税、住民税及び事業税 412 59

法人税等調整額 △112 △59

法人税等合計 300 △0

少数株主利益又は少数株主損失（△） 5 △10

四半期純利益又は四半期純損失（△） 577 △1,669
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 9,489 5,505

売上原価 7,508 4,680

売上総利益 1,980 825

販売費及び一般管理費 ※
 1,282

※
 1,159

営業利益又は営業損失（△） 698 △333

営業外収益

受取利息 4 1

受取配当金 1 1

受取地代家賃 10 10

助成金収入 － 27

その他 27 24

営業外収益合計 43 64

営業外費用

支払利息 93 104

休止固定資産減価償却費 － 185

休止鉱山鉱害対策費用 56 23

その他 50 41

営業外費用合計 199 355

経常利益又は経常損失（△） 542 △625

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2

その他 － 0

特別利益合計 － 3

特別損失

特別損失合計 － －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

542 △622

法人税、住民税及び事業税 110 41

法人税等調整額 54 △14

法人税等合計 165 27

少数株主利益又は少数株主損失（△） 6 △2

四半期純利益又は四半期純損失（△） 370 △646
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

882 △1,680

減価償却費 1,623 1,418

賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △38

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41 103

受取利息及び受取配当金 △37 △30

支払利息 182 213

減損損失 － 101

売上債権の増減額（△は増加） △1,102 961

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,402 1,015

その他の資産の増減額（△は増加） △89 298

仕入債務の増減額（△は減少） 386 △813

その他の負債の増減額（△は減少） 319 △76

その他 13 9

小計 813 1,483

利息及び配当金の受取額 37 30

利息の支払額 △176 △229

法人税等の支払額 △80 △103

法人税等の還付額 202 101

営業活動によるキャッシュ・フロー 796 1,283

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,556 △770

長期前払費用の取得による支出 － △117

その他 △5 77

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,561 △810

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 135 1,265

長期借入れによる収入 3,500 －

長期借入金の返済による支出 △1,244 △4,562

配当金の支払額 △395 △0

その他 3 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,997 △3,300

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △766 △2,820

現金及び現金同等物の期首残高 5,825 7,160

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,059 4,340
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、「工事契約に関する会計基

準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を

第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については

工事完成基準を適用しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は、営

業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２

四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は８百万円であります。

２．前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「休止固定資産減価

償却費」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「休止固定資産減価償却費」は０百万円

であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

１．前第２四半期連結累計期間において、投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しておりま

した「長期前払費用の取得による支出」は、金額的重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記

することとしました。なお、前第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれ

る「長期前払費用の取得による支出」は△２百万円であります。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「助成金収入」は、営

業外収益総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２

四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は８百万円であります。

２．前第２四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「休止固定資産減価

償却費」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第２四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「休止固定資産減価償却費」は０百万円

であります。
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【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算を策定

しているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定してお

ります。

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償

却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等の算定方法 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

注(1） 注(1）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、31,320百万円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、30,005百万円であ

ります。

※２　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次の

とおりであります。

※２　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次の

とおりであります。

建物及び構築物 1,102百万円

機械装置 1,558

工具、器具及び備品 3

機械装置 1,817百万円

※３　担保資産

担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営

において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められるものは、次のとお

りであります。

※３　担保資産

建物及び構築物 645百万円 建物及び構築物 5,388百万円

機械装置及び運搬具 5,656

工具、器具及び備品 369

土地 1,585

計 13,000

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

注(1） 注(1）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

出荷費・運賃 1,017百万円

給料諸手当 301

貸倒引当金繰入額 2

賞与引当金繰入額 100

退職給付費用 116

研究開発費 286

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

出荷費・運賃 774百万円

給料諸手当 324

賞与引当金繰入額 75

退職給付費用 176

研究開発費 227
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

注(1） 注(1）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

出荷費・運賃 474百万円

給料諸手当 145

貸倒引当金繰入額 　2

賞与引当金繰入額 53

退職給付費用 64

研究開発費 133

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

出荷費・運賃 395百万円

給料諸手当 160

賞与引当金繰入額 39

退職給付費用 89

研究開発費 118

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

　 （百万円）

現金及び預金勘定 5,059

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 5,059

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

　 （百万円）

現金及び預金勘定 4,340

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 4,340

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 79,442　千株
　
２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 133　千株
　
３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
化成品事業
（百万円）

機械事業
（百万円）

電子材料事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 5,792 1,609 1,778 309 9,489 － 9,489
(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
15 0 － 11 26 (26) －

計 5,807 1,609 1,778 320 9,515 (26) 9,489

営業利益又は営業損失（△） 664 126 △261 167 697 0 698

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　
化成品事業
（百万円）

機械事業
（百万円）

電子材料事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 3,205 1,082 962 255 5,505 － 5,505
(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
11 0 － 11 23 (23) －

計 3,216 1,083 962 266 5,529 (23) 5,505

営業利益又は営業損失（△） 106 △44 △537 141 △334 0 △333

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
化成品事業
（百万円）

機械事業
（百万円）

電子材料事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 10,7113,032 3,929 506 18,179 － 18,179
(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
32 1 0 22 56 (56) －

計 10,7443,033 3,930 528 18,236 (56)18,179

営業利益又は営業損失（△） 919 132 △218 293 1,127 1 1,128

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　
化成品事業
（百万円）

機械事業
（百万円）

電子材料事業
（百万円）

その他の事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1)外部顧客に対する売上高 6,683 1,905 1,846 443 10,879 － 10,879
(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
20 1 － 22 44 (44) －

計 6,704 1,907 1,846 466 10,923 (44)10,879

営業利益又は営業損失（△） 37 △134 △1,246 259 △1,083 1 △1,081
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（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主な製品及び事業

化成品事業 燐酸・燐酸二次塩類、水処理用凝集剤、電子工業向け高機能高純度薬剤、消臭・抗菌剤

機械事業
掘進機、破砕関連機械、鋳鋼製品、都市ごみ・産業廃棄物処理機械、精密機械加工、特殊

スクリーン

電子材料事業 シリコンウェハー再生、高純度無機素材、ＩＣ用塗布材

その他の事業 石油精製用触媒再生、不動産の売買・賃貸

３．会計処理の方法の変更

前第２四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し

ております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益が、

化成品事業で21百万円、機械事業で44百万円、電子材料事業で133百万円それぞれ減少しております。

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

EDINET提出書類

ラサ工業株式会社(E00760)

四半期報告書

21/27



【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 アジア 欧　米 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 2,085 545 2,631

Ⅱ　連結売上高（百万円）   9,489

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 22.0 5.7 27.7

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 アジア 欧　米 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 895 260 1,156

Ⅱ　連結売上高（百万円）   5,505

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 16.3 4.7 21.0

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 アジア 欧　米 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 3,414 1,228 4,642

Ⅱ　連結売上高（百万円）   18,179

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 18.8 6.7 25.5

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 アジア 欧　米 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 1,368 435 1,803

Ⅱ　連結売上高（百万円）   10,879

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 12.6 4.0 16.6

（注）１．国又は地域区分の方法

地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域

アジア：東アジア及び東南アジア諸国

欧　米：ヨーロッパ諸国、米国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（有価証券関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないので、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められないので、記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ラサ工業株式会社(E00760)

四半期報告書

22/27



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 116.77円 １株当たり純資産額 136.83円

２．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 7.28円 １株当たり四半期純損失金額（△） △21.05円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
577 △1,669

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純

損失（△）（百万円）
577 △1,669

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,299 79,308

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.67円 １株当たり四半期純損失金額（△） △8.16円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（百万円）
370 △646

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純

損失（△）（百万円）
370 △646

普通株式の期中平均株式数（千株） 79,299 79,308
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については引き続き通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高

は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

ラサ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　邦路　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米山　昌良　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準

拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１四半期連

結会計期間より棚卸資産の評価に関する会計基準を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

ラサ工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　邦路　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 米山　昌良　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているラサ工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につ

いて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準

拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ラサ工業株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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